
 

 
 

マリンビジョンＮｅｗｓは、サロマ湖地域の１市２町で構成するマリンビジョン協議会が、自然環境と共生した明るい未来を

創造する漁村づくりに向けた活動を紹介する広報紙です。 

 

◆ 種カキ無事確保！  
サロマ湖でのカキ養殖に必要な種カキは、

毎年宮城県の養殖漁業者より購入してい

ますが、東日本大震災の津波で、種カキの

養殖施設が被災したことから、一時は諦め

て、広島県産の導入を検討しました。しか

し、生育条件が合わないため断念しまし

た。その後、宮城県の養殖業者が、無事だ

ったカキの稚貝を出荷してくれ、４月２２日

から５月７日までに、本年度購入予定量の

ほぼ１００％を確保することができました。こ

の貴重な種カキが、サロマ湖で大きく成長

することを期待します。 

 

◆ 外海ホタテ本操業開始  
６月３日、湧別漁業協同組合は、オホーツ

ク海でのホタテ桁引き漁の今期本操業を始め

ました。湧別漁港には、次々と操業船が入港し

て荷揚げする状況に、本格的な漁期を迎えた

前浜の活気を感じます。また、佐呂間・常呂漁

業協同組合では、６月１日から同様に本格操

業を始めております。水揚げされた今年のホタテ

は、成長遅れに悩んだ昨季とは異なり、貝柱の

歩留まりがともに良好で、昨年より高値で取引

されています。各漁業協同組合ともに目標漁

獲量を達成して、実り多い終漁を迎えることを

希望します。 
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◆ 備えあれば･･･  
 ４月１３日、佐呂間水難救難所は、富武士漁港で訓

練大会を実施しました。訓練大会に先立ち、物故所員

と東日本大震災で亡くなられた方々に対し黙祷を捧

げ、哀悼の意を表しました。訓練大会では、ポンプによる

放水やもやい銃の発射など、万が一の場合を想定した

訓練に、約５０名の所員が一丸となって取り組みまし

た。なお、常呂は６月１０日、湧別でも６月１２日に実施

しました。今年一年、サロマ湖地域で水難事故のないこ

とを祈ります。 

 

◆ 帰ってきてね！  
４月２６日、常呂漁業協同組合は、水産総合研究セン

ター根室事業所との共催で、北見市朝日町の常呂川河川

敷でカラフトマスの稚魚放流式を行いました。放流式は、４

年前から北見市立南小学校の体験学習として取り組んで

おり、４年生５９名が稚魚千匹を放流しました。また、５月１

３日には、常呂町字日吉で、小学校と保育所の児童がサ

ケの稚魚を放流しました。なお、湧別漁業協同組合でも、

５月１０日にサケの稚魚を放流しました。いずれも沢山の稚

魚が、大きく育って帰ってきてほしいと願います。  

 

◆ イベント情報  
７月  １５～１７日：北見ぼんちまつり（北見市）  １６・１７日：ゆうべつ大漁みなとまつり（湧別町） 

８月  ７日：湧別サロマ湖龍宮えびホタテまつり（湧別町）  １４・１５日予定：ところふるさとまつり（北見市） 

９月  ３・４日：かぼちゃまつり「シンデレラ夢２０１１年」（佐呂間町）  ２３日：湧別町産業まつり（湧別町） 
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